
○移住ガイドブック作成
（子育て世代向け）

・「TURNS」と連携した情報発信、交流会（参加者27名）
→参加者のうち7名は1年以内に大分移住を希望

・「リロクラブ」を活用した情報発信（ガイドブック、メルマガ）
（アクティブシニア向け）

・「田舎暮らしの本」掲載（2ページ×6回）
→おおいた暮らし塾への参加動機づけ（14%）

○動画の制作（大分版「人生の楽園」をコンセプトに18本）

○27年度の成果・課題を踏まえ、
より効果的な手法に見直し継続

○移住ガイドブックやポスター等の作成
（子育て世代向け）

・「TURNSカフェ」の開催、雑誌掲載
→ 動画の活用、先輩移住者との座談会

・「リロクラブ」を活用した情報発信
→ 開封率が高いメルマガにてＰＲ

（アクティブシニア向け）
○「田舎暮らしの本」掲載（2P*１１回）

→農林水産部と連携し就農者も紹介
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移住希望者の移住・定住までのステップ

27年度の取組、成果および課題、28年度の取組
掘り起こし 情報発信 移住促進 定住支援

27年度の取組と成果・課題 具体的な取組28年度の方向性
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○移住 コンシェルジュ（東京）、移住サポーター（県庁3名）
を配置

→ 移住施策を活用した移住者数 454名
相談件数 838件

（移住者の声）「東京で移住に向けた相談ができ、かつ、必
要に応じて自治体等に繋いでくれてありがたかった」

【 課題 】 潜在的な移住希望者の掘り起こし

○掘り起こしのための体制強化

○特に移住ニーズの高い県出身者や
子育て世代（30代）への働きかけ

○コンシェルジュの配置

○各県外事務所にサポーター（3名）配置
→ 企業等を訪問し移住希望者の掘り起こし

移住希望者向け会員制度の創設

○30歳同窓会の開催
→ 人生の節目である30歳に改めて大分の魅力をPR

○県単独相談会：東京13回、大阪6回、福岡1回
○県単独や全国イベントの相談会の開催

→東京、大阪、福岡で毎月開催 「大分暮らしフェア（仮）」

○おおいた暮らし体験ツアーの実施

○お試し居住施設改修支援

【 課題 】
・県による移住者へのフォローアップ
・地域おこし協力隊任期終了後の定住支援

○移住者交流会の実施

○セミナー開催、起業に向けた市場調査

住居探索
・改修等

○移住者居住支援

○全国イベントでの相談会：東京5回、大阪1回、福岡1回、
名古屋1回

○開催の少なかった大阪、福岡の拡充

○大分に来県する機会の提供

【 課題 】移住希望者は移住先を体感することを希望

○移住者および地域おこし協力隊の
定住促進を新たに実施

○県庁にサポーター（3名）配置
新
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→ 相談件数 411件

新

１ 県の移住・定住施策について
移住・定住の状況について 資料３
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世帯数
（単位：世帯）

２　移住者数の推移

H24年度 H25年度 H26年度 H27年度H22年度 H23年度

竹田市

宇佐市

豊後高田市

豊後高田市

宇佐市

竹田市

豊後高田市

竹田市

宇佐市

豊後高田市

宇佐市

国東市

国東市

杵築市

豊後高田市

宇佐市

臼杵市

ベスト３

移住者数
（単位：人）

　＊移住者数は、市町村の移住施策を活用した移住者の数
　＊ベスト３は、移住者数上位

54 136 186 286 292 454

34 68 81 135 141 218

豊後高田市

209 838
相談件数
（単位：件） 107 194 196 161
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